



































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　あるが，しかし真の罪の要素と原因materia et causa peccansを，それ
　　　らにではなく，むしろ人類の本質的特性に認める人々。そしてそれゆえに，
　　　所有関係，労働関係，営業関係の，何らかの考えられる別の形態で，また，
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　　　遠くへだたった，社会主義が思いうかべる経済的・社会的状態の理想のみ
　　　が，達成されうる，と錯覚することを欺瞞というものだと思う人々。だが
　　　しかし，最後に次のことをも再び容認する人々。すなわち，ある範囲内で
　　　の，私経済組織から共同経済組織への，土地や資本の私有から共有への，
　　　私企業や私的施設から公企業，公共施設への移行。その限りでは，事実上
　　　でも，個人主義から社会主義への移行が，すでにおこなわれてきたし，ま
　　　たおこなわれているし，また適宜さらに，たとえただゆっくりと一歩一歩
　　　であるとはいえ，だが確然と決定されうる限界なしにおこなわれうるであ
　　　ろう。技術の発展に支えられて，また私経済組織の諸結果が否認しがたく
　　　示す，増大せる弊害によって，ますます要請されるようになるであろう。
　　　これらのことを再び認める人々-。このように判断する人々は，原理的
　　　に，また最大可能な範囲で実際上も，かかる社会的財政政策と租税政策と
　　　いうものを正当化し，要請し，遂行することが容易ならしめられるであろ
　　　う。
　　　　土地や資本の国有，地方公共団体所有，および類似の公有の拡大を通し
　　　て，適合的ケースでは新しい高権的利用化と独占化とを通して，彼は，私
S.17　経済の領域，私的利子取得，企業者利得，投機利得，景気変動利得の取得，
　　　等々の領域を狭めるようになる。ある場合には，公共諸施設や諸給付の無
　　　償化によって，また別のケースでは，適切な手数料体系によって，第３の
　　　場合には，私経済組織から生じた私的所得と私的財産にたいする，給付能
　　　力に応じた課税の原則の正しい遵守によって，彼は是正的に介入すること
　　　になるであろう。また，私有財産の機構を総体のための利益となるべく，
　　　その機構が自由通商の発展の当然の付きものであるような，私利私欲の偶
　　　像や搾取の手段に堕落せぬよう，作用の状況，要件や展望いかんでは，き
　　　びしくも介入するのである。
　　　　このような社会政策家というもの（ないしは，人がそう呼びたければ，かか
　　　る国家社会主義者というもの）は，しかしむろん，社会問題をこの方途で「解
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　　　決する」ことができると，決してうぬぼれてはいない。何かまさに「正し
　　　い」のかを，理論的および実践的に主張すべき「論理的首尾一貫性」がー
　　　－ないしは「勇気」が，彼に欠けているがゆえにではない。むしろ彼が，
　　　最高に不完全な材料で，それでもってすべての経済組織および社会組織と
　　　構築物を計算し作業せねばならないのだが，あるがままの人間をもってし
　　　ては，まさにそもそも社会問題の解決というものが不可能である，と確信
　　　しているがゆえにである。またかくして，経済的・社会的状態の一層の改
　　　善能力というもの，および，むろんただゆっくりと，また，たとえ予め決
　　　めえないが狭い限界内にとどまるにせよ，人間の心理的一人倫的完全化と
　　　いうものは，不可能でもなく，またどうでもよいものでもない，と宣言さ
　　　れる。むしろ人間の完全化は，決して見失ってはならない，しかも骨折り
　　　甲斐のある課題と考えられるのである。しかし，いうまでもなく，人倫的
　　　関係において，ただ改善された人間本性というものではなく，別種の人間
　　　本性というものを前提とするようなことのすべては，空想的と考えられる
　　　であろう。人間の肉体的特性，知性の，ないしは全外的性質の本質的変革，
　　　改善というものを想定とすることも，同じく若干空想的である。地質学的
　　　諸時期や有機体世界のダーウィン主義的発展諸時期の時間をもって，社会
　　　的事物においては，人間歴史の枠内では，計測すべきではないのだ。
　　　　　しかし，示唆しておいたような諸目標の制約の内において，実際に真摯
S.18　な社会的財政政策と租税政策というもの，その個々の点はむろん，歴史的
　　　にあたえられた状況に方向づけられねばならないが，これを原理的に正当
　　　化されたもの，また実際にも遂行でき，しかも稔りゆたかなものとしたい。
　　　いうまでもなくそれは，社会主義のすべての開花の夢を熟成させるのでは
　　　ない。しかしながら，それはとにかく社会主義の諸目標の方向に向かって
　　　展開されるのである。かくして，中庸的で，純粋にイデオロギー的ではな
　　　い社会主義というものは，満足させてくれるようになるかも知れないであ
　　　ろう。他面，それの深刻な改革必要性を見誤りえないような，現存経済組
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　　　織の冷静なる信奉者たちは，その目標がこのように制約された，かかる政
　　　策というものの正当性を容認もし，またそれを支援するようになるかも知
　　　れないであろう。
　　　　なおわれわれは，むろんかかる政策を，財政理論や経済理論で一般に理
　　　解されているもの，ましてや一般に承認され，また要請されたものと判断
　　　しようとは毛頭考えてはいない。実践は，上にふれた問題を，完全に未だ
　　　殆ど全くその内的・原理的関連において把握してはいないのだ。せいぜい
　　　実践は，ここかしこで個別的に措置というものを講じ，それにかかる社会
　　　政策的顧慮をなすようになるのみである。おまけに，半分無意識で，ない
　　　しは上述したような物おじをしつつ，措置の基礎となっている原理をはっ
　　　きりと認識するようになるのだ。いつものように，公的報道機関というも
　　　のによって大部分支配され，また作られた輿論，ラッサールFerdinand
　　　Lassalle,1825-1864の真実の言葉によれば，社会的事柄において，ふつ
　　　うすでにすぎ去った時期の遅れている見解の立場に立っている輿論。-
　　　それが進歩的に振舞えば振舞うほど，しばしば一層そうなのだがｰ。
　　　輿論は同じく，ここで思いうかべるような社会的財政的政策と租税政策と
　　　を，その原理的射程と歴史的正当化の形で理解し，また支援しようとは，
　　　なおまるで考えてはいないのである。それの証しは，たとえば国家による
　　　国有化，独占化のようなもの一実際の自由通商の成果の，カルテル，企
　　　業合同，等々をもってする私的資本による代わりにｰ，税率の真の累進，
　　　直系親族への相続税，およびその他さまざまなもので判断されるであろう。
　　　　とはいえ，これは迷わせてはならないのだ。かかるイデーのすべては，
　　　ただ漸次的にのみ普及される。しかしながら，その内的真実性のゆえに，
　　　だが勝利に到達するのだ。しかも今日では以前よりもはるかに速く。20－
　　　30年前には何とわずかに, 2, 3人の理論家たちのみによって，国有鉄道
　　　イデーがよしとされたにすぎなかったことか！　すでにかなり時間がたっ
S.19　た今日，それはどんな実際的成果をえたであろうか！　いかに長い間，人
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は労働者保護立法に，そのあらゆる一層の拡充に，その国際的規制にさえ，
拒否的に対立していたであろうか！　そして今日，それはすでにどうなっ
ているであろうか！　労働者保険における強制加入原則が，何と多くの敵
対と無理解な争いをうんだか！　そして，いかにしてその原則が今日すで
に支配的となったか！　いかにするどく，また一般的に労働者保険のため
の国家負担金が，拒否されてきたか！　そしていま，以前の多くの反対者
たちに援けられて，それがすでにわれわれの立法に取り入れられている
か！　例に関しては，租税の領域でもまた，かなり多数ある。蒸気時代の
今日では，このような事物においても，進歩は以前よりもはるかに急速な
のだ。－
　ドイツの個々の邦国が，収益諸対象物，農耕御料地，森林，若干の鉱山
所有，等々の非常に広範囲におよぶ価値ゆたかな，比較的古くからの所有
というものを，保持していること。国鉄においては類似の比較的新しい所
有がなされたこと。これらはドイツにとって幸運というものであった。上
にあげた社会的財政政策の諸要請の一部は，かくて事実上われわれの諸邦
国財政において，すでにある程度充たされている。諸市町村財政において
も事情は類似している。諸要請の別の一部分，とくに比較的下層階級の特
別の案件を，邦国任務のもとにおき，またそのための負担を一般邦国経費
のもとに設定することは，ますますその〔完全な〕履行に近づいている。
一番おくれているのはｰむろん他の諸国より劣っているのではないが一
一なお社会的租税政策においてである。
